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MnC12･4H20の多重臨界点近傍における臨界現象

佐々木 仁

○Introduction

反強磁性体 における多重臨界点に対 して,スケール理論を適用 した場合,種々の物理

量の特異なふるまいと,分子場理論か らの顕著なずれが予測 される｡このことを実験的

に裏づけるために,超伝導マグネット中で試料 を断熱回転 させることの可能なクライオ

スタットを開発 し,これを用いて,MnC12･4H20の磁場中比熱 を測定 した｡実験は,

現在なお継続中であ り,ここでは今までに得 られた preliminaryな結果 を報告する0

｡実験の目的

弱い異方性 を持っ反強磁性体において,磁化容易軸方向に磁場 をかけると, Fig.1の

GdAI03の例で示 される様 な 3つの相 を与 える｡この現象は次の様にして説明される｡

磁場が弱い時には,スピンは異方性エネルギーの効果によって容易軸方向に互いに反平

行に揃 っている｡ところが,磁場 を強 くしていくと Zeemanェネルギーがより効いてき

て,スピンは磁場に対 して垂直になった方が安定になる｡そこで,一定の磁場 B｡(T)を

越 えた所で,スピンは突然向きを変 え, spinflopと呼ばれる 1次の相転移 を起 こすわけ

である｡

一方,岡路の行なった CoBr2･6H20の磁場中比熱測定においては, Fig.2の様 に

phaseboundaryが低温側 にくい込む とい う興味あ るふ るまいが見出 され, これにつ
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いて関心が持たれて来た｡

ところが最近 Fisher等によってスケール

理論がこの様な臨界現象に適用 され,以下

に述べる2つの重要な結論が得られた｡

(1)磁場 を正確に容易軸方向にかけると,

Fig.3の様に2本の2次転移のラインは

tangentialに交わ り,1次転移のラインに

続 く｡

(2)臨界指数が (Tb,Hb),T2上 T〝上

で異なる値を持ち,cross-Overeffbctが観

測 される｡

今回の実験においては,MnC12･4日20

の磁場中比熱を測定し臨界指数α,相図の

形,等 を求めて,これらの結論を実験的に

検証する事が主要な目的である｡

｡装置の開発

Fig.3.

この目的を達成するために,測定装置は以下の仕様 を必要 とする｡

(1)約 2万 gaussまで一様な磁場をかけられる事｡

(2)容易軸の方向を正確に決定できる事｡

(3)0.6K-2Kの測定温度範囲｡

これらの仕様を満たすために,試料の断熱回転機構 を有する超伝導マグネット用3He

クライオスタットを開発 した｡
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